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幼 保合 同保育研 究か ら多様化す る保育の あ り方 を探 る

　　　　〜 就学前保育の 担 い手 で ある保育者の 質 ・専門性を問 う〜

企画者　　　 石 井哲夫 （子 ど もの 生 活研 究所 ）　 増田 まゆ み （目 白大学）
’

進行　 　　 　増 田 ま ゆみ

話題提供　　　石井哲夫　　　　　　　　　 ．　　 網野　武樽 （上 智大学）

　　　　　　 金子　恵美 （日 本社会事案大学）　 増 田ま ゆみ

指定計論者 ： 森上 　史朗 〔子 ど もと保育総合研究所）

企画 趣旨 ・課題　　　 増田 まゆみ

　 こ こ 数年、社会福祉基礎構造改革 の 流れ を受 け 、 地

方 分 権、規制緩和が 進 み 、保育所
・
幼稚園 に 変革 の 波

が押 し寄せ て い る 。 平 成 10年、文 部
・厚 生 両 省 に よ り

「幼稚園 と保育所の 共 用 化 等に閨す る 指針」 が出され

た。こ の 指針を拠 り所 と して 、運 営 上 の弾 力化 が進み、

急 激 に 幼保の 合築や併設が進 み つ つ ある 。 平成14年5月

現 在 、幼稚園 ・保育所共用化施設が 171施設で あ る 。 そ

して 、今、特定地域 に 限 っ て 規制緩 和 を 行 う構造改 革

特 区 に お い て は 、保 育 園 児 と幼稚園児 の 合 同 で の 保育

が 認め られて い る 。

　 平 成 15年 6月 に は、「幼 稚 園 で も保 育所 で もな い 施設

を平成18年 ま で に 一就学前 の 教育 ・保育を
一

体 と し て

捉 え た
一

貫 し た 総合施設」 と い う記 事が 新 聞一面 トッ

プに 出され．保育所 ・幼稚園をめ ぐる状況の 急激な変

化 と して関心 が 寄せ られ て い る 。 今 日 、従来の 保育所

・幼稚園 の枠 を超えた 多様な保育が 展開されて い る 。

平成16年1月に は、平 成17年 に全国 で50カ 所 の 試行 案施

が報 じ られた。幼保
一元 化に つ い て は、浮 上 して は 消

え る とい う状況 が繰 り返 されて きて い る。

　 保育所 と幼 稚 園 の 合 同 保 育に つ い て、「子 どもの 最善

の 利益 を考 え て保 育する 亅 とい う理 念を共有 し、「多様

な 保 育 の 中 で ど の よ うに 保育 の 質を確保亅 す る か を保

護 者 の 育児 機能 の 低 下 が 著 し い 状 況 で 、保育 を 担 う保

育者 の 質 ・専 門性 と い う視 点 で 検 討 す る場 に した い 。

　本 シ ン ポジウム で は、石井氏か らは 「保育の動向と

合 同保育 の子 ども ・保護者 ・保育者の 実態 か ら今後 の

保育看 の あ り方の 基本と課題」 を、網野 氏 か らは 「保

育所と幼稚園の 在 り方 を歴 史 的 な 流れを踏ま え て、次

世 代 育成 支援の 視 点 も 含 め 就学 前の 保 育者 の 質 ・専門

性に 関 して の 提 言亅 を、金 子 氏 と増 田 か らは、「合 同 保

育 に 関する調査研究 の 結果を踏 ま え て 、子 ど も の情緒

の 安定、人間関係、発達 等 に 影響を与 え る保育 方 法 ・

内 容、保育者 の 援助 等を具 体 的 に 示 し、保育者の 在 リ

方 へ の 提 言 」 を 基に 、森 上 氏 の 指 定 討 論 に よ り論議を

深 め て い き た い。

　従 来の 保 育所 ・幼稚園 と い う枠組み を超 え た 、多様

な保育が動き始め て い る今、時 代 の 変化 と 共 に 柔軟に

変えて い くもの と、保育とい う意義ある営 み （子 ども

の 育ち ・家 庭 支 援 〉 の 中 で 大 切 に しな けれ ば な らな い

こ と ・変 え て はな らない こ とを明 確 に し、保育者の 質

・専門 性とは 何か の 方向性を見 出 し、養 成 ・資 格 な ど

今後 の 課題を明 らか に して い きたい 。

［話 題提供 1 ］　　　 石 井 　哲夫

　莪 々 1ま、保育所 俣育指針 に 則 LJ、子 ども達 の 基盤 と

して 、親 子 の 結びつ きの 重要 性 を翻 識 し て い る。こ の

こ とに つ い て、家庭養育 の 補完 を行 う保 育所 等 で 働 く

保育士 養成教育に おい て も、常 に強 調 して き た。

　 今回、国 の 行 政改革 の 一つ の 重要な柱 と して 立 て ら

れた、「幼保
一

元 化」 の 課題 に 対 応 し、現 実 に 各 地 方 に

おい て 実施されて い る 「幼保合 同 保育亅 の 研 究 に着手

した。言 うまで もな く、保育所と幼稚園 は、それぞれ

が 直面する子 ど もや 家族 に対応 して、異 な っ た 固 有 の

文 化 や保育観 を培 っ て きた 歴史的な背景が ある。

　 保育所 に お い て そ の 基 本 となるの は、保育所 保育指

針 に 述べ られて い る よ うに 、社 会 福祉の 生 活 援 助 か ら

発 想され る 「養護 」 に 重 点 を置 い た もの で ある。保黄

士 は乳 児 か ら幼児 に い た る ま で 、そ の 生 活全 般 を見 渡

し、長 時 間 に わ た っ て子 ど も と 生 活を共 に し、集団の

場の 中で 個別 的 に一人 ひ と りの 子 ども事情を尊重 して、

対 処 するこ と が 求め られて い る。特 に、保育所 に 乳児

が い て、大人 や 子どもが 関わるとい う こ と は、人 間 の

生命の 活動を目の 当たりに見 て 、心 を和 ませ 、優 しい

感覚や、生 活 の くつ ろぎを実感す る こ とが 出 来る。ま

た家庭と協力 した援助の 実践 を 続 け る こ と に よ っ て 、
』

保 護者 の 保育指導が 行 え る よ う な、生 活 者 と して の 自

己 形 成 に 励 む 事 に な る。こ の よ うに し て 、
』
生 じた 生 活
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適応水準 の 内 容 と、労働 の 質的 な特性を十兮に理 解 し

な けれ ばな らな い 。

　
一

方、幼稚園は家庭に おける養護を基盤 として 、よ

り良 い 生活や行動を求め る計画的な援助や客観性を持
．

っ た幼児の 学習課題に熟練する こ とが求 め られて い るe

　従 っ て ．幼稚園教諭 と 保育士 が 同 じ養 成 校 で 同 じ教

育を受 けた と して も、現 実に は、卒集後の 仕事 の 生活

に よ っ て 培 わ れ た 資 質 が あ る、とい う こ と を考 え な け

れ ばな らな い。

　 こ の こ と に 十 分 に 注 意 して 、幼保合 同 保育に おい て

も そ の保育者集団 の リーダr
一シ ッ プ と、組織 的 な運営

の 内 容 を検討す る 必要が ある し、職制 とこ の 仕事 に 関

するスーパービジ ョ ン を重視 して、人事組織の 工 夫を

して い かなければならない

【話題提供 2］　 ．．　網野　羃博

　 こ れまで に 幾度 も議論 や 検討が か さね られて きた こ

との ある幼保
一元 に つ い て 、近 年 あ らた め て 重要な動

き が み られる。しか も、過去 の い ずれ の 時よりも、そ

の 哭 際 的 な 動 き や 変 化 が 速 い 。こ の 勤向を幼保 合 同 保

育 と して 捉 え、こ れまで の 幼保 に 関す る 歴 史 的 勵向並

び に 諸外国の 状 浣を 踏 ま え、保 育 者 の 有 るべ き 姿に つ

い て 以 下 の よ うな 内 容で 述べ たい 。

1　幼俣の一体性、一元 性 に 関する歴 史的 推移

i 幼稚園、託児 所 ・保育 所 設 立 以 後 の羮質 性 と 共 通 性

2 新制度下 の 幼 稚 園 保 育 所 の 数次 に わた る一元 化 論 争

3 近年の幼保ス ク ラ ン ブ ル 現 象

4 今 日の規制改革、総合施設構想 eto

fi　幼保合同保育、一
体保育の意 味す るもの

・

1子 どもの 保育権、教育権 の視点

2 入 園方法、保育環境、保育者 と そ の 専門性、保育内

　容、保育財源や 保育料等等の 視点

3 行 政 所 管の 視点

皿 　諸外国に お け る幼 保一体性、一
元 性の 動向

1 一体性 ・一元 性 の 三 つ の 型 1 所管統合 福祉 型、所 管

　 統合教 育型 、所 管分離年齢 区分 型

2 事例 1　英国

3 事例 2　 ス ウ ェ
ーデ ン

N 　幼懆合同保育、．幼保
一

体保育の薪しい 視座

1 丁保育に 欠け る 」 と 「保育を必要 とす る」 「教 育 を必

　 要 とす る』 の 錯綜、混乱を越える

2 乳幼児 保 育 ・教育に 必要な質の 意 味、内容、範囲 を

　 明確化 し、共通に認識を深める

3 社会 的 親と して の 保育
・教 育責任へ の 認識を深 め る

4 子 育 て 支援、次世代育成支援 か ら子 育て 当事者 と し

　 ：tの 意識化
・
行動化を指向す る

1
［話題提 供 3 ］　　　金 子　重美

　 近年、我が国 で は 家 庭の 養 育 力 が 低下 し、虐待を初

めとする養育 上 の 問穎が増加 して い る 。 こ の た め 保育
‘
所及び幼稚園に は、地域 に おけ る 「子 育て 支援」 「虐待

や 不 適切 な養育を受 け て い る子 ど もの ケ ア
ーと親 支 援 」

・が強く求め られて い る 。しか し我 々 の こ れま で の 研 究

か らは、莪 が 国 の 保 育 所 と幼稚園 の 合 同 保育の 現 状 で

は 、こ の よ うな 機能 が逆 に弱 ま る 傾 向 も 見 られ 、就学

前 の 子 ど もと家庭 の 福祉を 向 上 す るた め の 総合施設 に

おい て 、「保育内 容 の 充実亅 「生 活の單視亅．「個別的なケ

ァ 」 「家庭養育 の 補完 亅 「家庭支援」 を い か に 確 保 す る

か が 、今後の 課題 と．考える 。　　 ．

　 今回、イ ギ リス に 焦点を当 て、検討を進め て い きた

い 。 近年、イ ギ リス で は、幼保
一

元化 が 進め られる
一

方 で 、シ ン グル マ ザr の増 加 に と もな う保育所 拡 充、

及 び虐待 の 増加 に ともなう．「予 防の 視点に 立 っ た 家 庭

支援」 「問題へ の 対応強化」 が 図られて い る。2003

年 度 に 我 々 研 究 メ ン l！
一は 、こ （pよ うなイ ギ ワス ．q実

態に つ い て 情報収集 ・分 析 を 行 っ ．た 。そ の 結 果 を も と

に 、就学前の 児 奮 の 保育
・
教育

・
子 育て 支援 を 行 う施

設 lt焦 点 を あて 、保 育 ・教 育 ・ソ
ーシ

’
k ル ワ

ーク 機 能

を 有 す る 専 門 職 の 人材養 成及 び 現 任 研 修 に つ い て 検 討

を行 う。すな わ ち 現 行 の 現 行 の 「保育± 資格 と 幼稚園

教 諭 免 許 を併 せ 持 つ 亅 人 材 養 成 に と ど ま らず 、
‘’
次 世 代

育成 支 援
”

を担 う上 で 必 要 と され る 多 様な 専 門 性 の あ

り方に つ い て 検討 し た い 。

　［話題提供 4 ］　　　 増 田 　まゆ み 　　　　　　　．

　 我 が 国の あま りに も急激 に 変化する子育 ち ・
子育 て

状 況 に、保育現 場 は 何を基 盤に 保育 に 取 り組 ん で い く

の か、ま た改 革 の 波 の 中 で 効 率 化 と保 育の 質 の 確 保 と

い う相反 す る 方向 をどう受け 止 め る の か、戸 惑 いの 中

で 保 育 が な されて い る実態がある。幼保
一

元 化 の 論議

が、
“
子どもに と っ て

”
とい う視点で 、しか も今 日 の 「次

世代育成支援」 で 示 さ れ る よ う に、全 て の 子 育 て家庭

を対象 に して 保 育 を担 う人 ・
制度 ・俣育の 内 容 ・家庭

支援と多面 的に 検討する二・とが 急務で ある。

　 我 々 の 遜続研究 に よ り、既 に 様 々 な地 域 ・
条件 で 行

われ て い る含同
・一

体保育が ら明 らか に な っ て きた就

学前保 育 の 基 本 要 件 や 保 育所 ・幼 稚 園 双 方 の 職 員 が 一

体 と な ？て園 内 研 修 を続 け、保育実践を核 IF し た 保育

内容や保育者 の 専門性 の 検討 の 実態を報告 し、今後 の

保 育者の 質 ・専門性の 方向性 を見出 し、専門 資 格の 養

成と現 任研修 とを関運 づ け て 考 え て み た い 。
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